
令和元年 11月分から水道料金と下水道使用料が変わります
　令和元年１０月より消費税率が８％から１０％に引き上げられたことに伴い、水道料金および下水道使用

料が変更となります。

　１０月分の料金（使用料）は９月に使用した水量の検針結果により算定されているためこれまでどおりで

すが、１０月に使用した水量の結果により算定される１１月分の料金（使用料）から変更になります。

※合併処理浄化槽使用料については、定額制（検針を要しない）のため算定期間が異なり、

　１０月分使用料から変更となります。９月に対象世帯に送付したお知らせをご参照ください。

お支払いは便利な口座振替をご利用ください‼

建設課からのお知らせ

水道料金、下水道使用料とも上記で算定した金額の１０円未満の端数は切り捨てられます。

八峰町関東ふるさと会　総会・懇親会のお知らせ

水 道 料 金 これまでの料金
（１０月分まで）

基 本 料 金
（メーター口径13㎜、10㎥まで）

超 過 料 金
（10㎥を超える1㎥あたりの料金） １４０円

１，２５０円

※水道メーターの口径により、基本料金は異なります（20㎜の場合は、基本料金１，２８０円）

変更後の料金
（１１月分以降）

１４３円

１，２７０円

下水道使用料 これまでの使用料
（１０月分まで）

基 本 料 金
（10㎥まで）

従 量 使 用 料
（10㎥を超える1㎥あたりの使用料） １６２円

１，６２０円

変更後の使用料
（１１月分以降）

１６５円

１，６５０円

■問合せ先　建設課　上下水道係　☎７６-４６１０

　当ふるさと会は、東京都およびその近県に在住する八峰町出身者およびそ
れに縁故ある方で組織しています。
　毎年、八峰町役場のご支援により、町の食材で作る「きりたんぽ鍋」を会
場で美味しく味わうことができます。また、お土産として“ＪＡ秋田やまもと”
のご支援により「お米と椎茸」を予定しています。
　当日は、読売新聞特別編集委員　橋本五郎氏による特別講演のほか、会員
による芸能披露や抽選会で大いに盛り上がります。また、白神八峰商工会、
産直施設 “おらほの館” の方々で物産販売も予定しています。
　今年も下記のとおり開催しますので、郷里や関東地方にお知り合いの方がおられましたら、お声がけをお願いします。
たくさんのご参加をお待ちしております。

■開催日時　　令和元年１１月１７日（日）　午前１１：３０～午後３：３０
■会　　場　　私学会館アルカディア市ヶ谷（東京都千代田区九段北４－２－２５）
　　　　　　　☎０３－３２６１－９９２１
■申 込 先　　八峰町関東ふるさと会　芹田　忍（事務局）神奈川県茅ケ崎市甘沼８８０－９
　　　　　　　☎０４６７－５４－２００７
■問合せ先　　企画財政課　企画係　☎７６－４６０３

ジオ知識

くぼみに落ちた石が
水の流れる力でぐるぐると
回って「甌穴（おうけつ）」
になる。

水の流れ

　今回紹介するのは、「三十釜」です。三十釜は、白神
山地を源にする真瀬渓流の名所で、真瀬川の中でも険
しい岩肌と急な流れの見える渓谷です。
　ところで、みなさんは三十釜がどこにあるかご存知
ですか？ぶなっこランドにある森林科学館のすぐ裏の
ところにあり、秋田白神県立自然公園の一部でもあり
ます。
　遊歩道の散策ルートは１周３０分で、新緑はもちろ
ん、秋には紅葉が美しく、気軽に散策できるコースで
す。また、「甌穴（おうけつ）・ポットホール」をみる
ことができます。

※下記ジオ知識で説明

　どうして真瀬川の渓谷を「三十釜」と呼ぶのでしょうか。その理由に
は、諸説ありますが昔、真瀬川は、上流で伐採した木材を運搬する川と
して使っていました。「釜」は木材を束ねたときの単位で、滝壺に木材が
３０釜分沈んでしまったことから「三十釜」という名前が付けられた、
という説が伝えられています。
　ガイドさんの解説を聞きながらその景色を見てみると、渓谷の景色の
なかに、大地の歴史・人々の歴史を感じることができます。

水流の浸食等によりできた
小さなくぼみに小石などが入る。

水の流れ

自然が作り出した彫刻!?
～三十釜のみどころ～

八峰町産業振興課  ジオパーク推進係
☎0185（76）4605　FAX 0185（76）2203
HP http://www.shirakami.or.jp/~happo-sh-geo/

八峰白神ジオパーク
事務局

連載104回

今回紹介するジオサイトは
「三十釜」です!!

ジオサイトを見に行こう!

【甌穴ってなんだろう】
お う　  け つ

▲ぶなっこランド周辺地図

　甌穴（おうけつ）、別名pot hole（ポットホール）とは、河底や河岸の岩石面上にできる円形の穴のことです。
長い年月をかけて自然が作り出した彫刻といえるかもしれません。
　川等で、水流の浸食によりできた小さなくぼみに小石などが入り、そのくぼみに落ちた石がぐるぐると回
って穴を大きくし「甌穴」になります。大きさは、直径5～20㎝のものや、１mを越すものまで様々です。

Ａ．現在水の中ではない場
所も、昔は今より水面が高
く水の中でした。その時に、
くぼみに落ちた石がぐるぐ
る回って甌穴になりました。
そして水面が下がって、現
在の姿になっています。

Ｑ．どうして、水の中ではない
　　ところにも見られるの？

薪での一釜分の単位イメージ
The unit of cubic volume

甌穴のでき方

紅葉の時季も
おすすめ！

三十釜の岩体は
素波里安山岩
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